うつ治療の分子機構解明から創発的な治療戦略をめざす (特集 脳学際研究の現状と今後) by 瀬木(西田) 恵里 & Eri Segi









































































































































東京理科大学 基礎工学部 生物工学科 准教授







































































































































0 7 14 21 28 35
分子マーカー
未成熟 成熟
カルビンジン
神経機能
興奮性
可塑性
図４　抗うつ治療による海馬神経の２つの機能変化
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写真１　海馬における未成熟神経の染色像（茶色）
野生型マウス（左）では抗うつ薬投与によって未成熟神経での数の増大と樹状突起の
伸長が認められる。5-HT4受容体ノックアウトマウス（右）では，抗うつ薬による反
応が消失している。
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